日本ケアマネジメント学会

平成２０年度認定ケアマネジャー資格更新要領

1． 更新申請の対象者

更新申請の対象者は、「認定ケアマネジャー資格更新細則」（以下「更新細則」という。）の第１条及び第２条に定める次の各項の要件を満たす者とします。

（１）「認定ケアマネジャー制度規則」第１３条各号に定める資格の喪失に該当しないこととします。（更新細則第１条・以下カッコ内に示す条文は更新細則の条文とする）

（２）更新細則第２条に示す実績点数表（以下「実績点数表」という。）による合計点数が３０点以上必要です。（第２条第１号）

（３）上記（２）の３０点の内、本学会が年１回主催する学術大会への参加実績点数が１０点以上必要です。（第２条第２項）

2． 更新申請の受付期間

更新申請の受付期間は、平成２０年８月１日から平成２０年９月３０日までとします。

3． 更新申請手続き

更新申請手続きは、次のとおりです。

更新申請者は、学会事務局から送付する「認定ケアマネジャー資格更新の手引き」に従い手続きを行って下さい。

4． 更新申請に必要な書類

更新申請に必要な書類は、次のとおりです。

（１）認定資格更新申請書【様式１】

（２）上記（１）に定める「認定ケアマネジャー資格更新細則第２条に基づく実績」の各区分毎の点数内容【様式２】

（3）　上記（2）の実績点数を証明する書類の提出【様式３】
実績点数を証明する書類は、学術大会、学会、研修会等に参加した実績の場合は、主催者の発行する参加証明書若しくは参加費領収書等（コピーでも差し支えありません。）

（４）　講演、シンポジウム、研究発表等を行った実績の場合は、プログラム及び抄録集などの表紙と申請者本人の氏名の掲載されているページのコピーを同封して下さい。

（５）　ケアマネジメントに関する論文発表の場合は、全文のコピーとし、著書の場合は、表紙と申請者本人の執筆が分かる目次又は執筆者一覧ページのコピーを同封してください。

5． 実績点数に関する留意事項等

（１）　実績点数表の④欄の「本会が承認する他学会」とは、例示すると次のような学会が該当します。

１）日本老年医学会　　　　２）日本老年社会科学会

３）日本基礎老化学会　　　４）日本老年歯科学会

５）日本老年精神医学会　　６）日本老年歯科医学会

７）日本社会福祉学会　　　８）日本地域福祉学会

９）日本介護福祉学会　　　10）日本理学療法士学会

11）日本作業療法士学会　　12）日本リハビリテーション医学会

13）日本言語聴覚士学会　　14）日本リハビリテーション看護学会

なお、当学会が２年に１回の老年学会との合同開催の場合は、１）から６）の学会に参加しても実績点数に加えることは出来ません。

また、上記例示以外の学会参加の承認については、資格認定委員会に於いて審議を行い、承認の可否を決定します。

（２）実績点数表の⑤欄の「ケアマネジメントに関する論文、著書」については、団体等の紀要、報告書、情報提供等のためのパンフレット等は認められません。（同条の注３）

（3）講演、研究発表、論文、著書等を共同で行った場合は、筆頭、共同の別なく同じ点数とします。

（４）申請書提出に際し、実績として判断し難いときは、資格認定委員会に於いて審議を行いますので事務局まで照会して下さい。

6． 更新に必要な書類の部数は、本文１部とします。
7． 認定更新審査
（１）審査は、資格認定委員会で行います。（第４条）

（２）審査は、認定ケアマネジャー認定試験と同時期（平成２０年１１月１５日・１６日）に行います。

（３）審査結果の通知は、理事会の承認を経て、１２月頃に理事長から本人に通知します。（４条）

8． 資格更新登録と認定証の交付

資格更新が行われたときは、更新審査料２，０００円及び登録認定証料３，０００円を所定の払込用紙により学会にお振込みください。（第５条）　　　　　　　　

この手続きを確認した上で認定ケアマネジャーとして更新登録を行い、認定証が交付されます。（第６条）

9． 更新後の有効期間

更新後の有効期間は、更新前有効期間終了日に続く５年間とし、認定証に明示します。（第７条）

10) 更新審査料、登録認定証料

更新審査料及び登録認定証料の払込は、郵便振替用紙（青色）に下記事項を記入の上、指定した期日までにお振込みください。
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